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保護者の皆様へ 
 昨日、学年集会を開き、2 年生として今一度、しっかり立て直していこうという話をしましたの

でその内容をお知らせいたします。これから学年教師一同、子どもたちの現在、そして将来のため

に、全力で対応していきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 
（生徒のみんなも一部内容を補足しているのでもう 1 度確認しておいて下さい） 
 

学年集会での話 

 

「今日はとても大切な話をみんなとしておきたくて少し時間をもらいました。 

今、2 年生の学年として、しっかりと立て直していかなあかん時期やと思っています。休みが続い

ている先生や生徒がいたり、学校を休んではいなくてもしんどい思いをしている人もいる。 

何とかしていかなあかんと思ってる。もちろんすべてが悪いわけじゃない。今日の合唱を歌う姿も

本当に感動するし、君たちとしゃべったり笑ったりしている時間は本当に楽しい。でも立て直さな

いとあかん部分もゼッタイにある。もうすぐ 3 年生、最高学年になります。避けては通れない高校

受験もある。1 年生、2 年生は君たちの背中を見て育つ。もうすぐ 3 年生という今の時期に、なん

とか打てるべき手をうってしっかり立て直さんとあかんと思っています。 

 

そこでどこからしっかりせなあかんかってすっごく考えた。先生たちみんなで遅くまで残って何

時間も話しした。その結果、やっぱり学校生活の大半をしめる「授業」。ここが大切にできてなかっ

たことから、最近のぐらつきは始まっていると思ったんや。ここがしっかりしてなくて落ち着いた

学校生活なんてありえへんやん。 

 

だから当たり前のことやけど「授業を大切にしよう」。これをみんなでもう 1 回改めて確認しよ

う。具体的には、授業がしっかりと受けられへん人は、本当はしたくないけどまず教室から抜きま

す。そのうえでしっかりと受けられるという反省・確認ができたら教室に戻す、これを徹底してい

きたいと思っています。徹底するために授業への入り込みもやったりしてる。本当はこんなんした

くないよ。先生が入っていって授業の雰囲気が重たくなるなんて先生もいや。でも授業を大切にす

るってことのためなら何だってやろうって覚悟を決めた。「授業を大切にしよう」ってのは先生たち

の反省でもあんねん。今まで、ここがやや曖昧で徹底できてなかったなって。でもここがしっかり

徹底されないと誰にとっても良くないやん。だって授業がしっかりと受けられへん人はしっかりと

叱ってくれへんかったらそのままやん、その結果授業がわからんようになる、勉強おもんない、希

望の高校に行けないという悪循環になるし、授業をしっかりと受けたい人にとっては、そういう授

業妨害的な行為でつらい思いをすることになる。 

 

誰もが教室でしっかりと授業を受けることができる、そんな環境づくりを学年として徹底してい

くつもりです。それで先生たちもしっかりとやっていこうって思ってるわけやけど、できる範囲で

いいからみんなにも協力してほしいねん。うるさかったら「静かにしよう。」「授業ちゃんと受けよ

う。」って大切な仲間として声をかけてくれたら嬉しいです。もうすでに声をかけてくれている人も

いっぱいいるよね。 

 

授業をしっかり受けるという意味では、何か先生に対して意見があるという場合もそれは昼休み

とか放課後など授業時間外に聞きます。体温を測りに来る場合も授業に間に合うようには戻っても

らいます。移動教室も遅れないように時計をみて早めに移動しましょう。 

もう 1 度言います。「授業を大切にしよう。」もう過ぎた時間は戻らへんから、ここからを大切に。

一緒に新しい 1 歩を確実に踏みだしましょう。 

 

もう１つが「朝のスタート」。いまここがズルズルなってるかなって。やっぱりしっかりと学校

生活を送るうえで、朝のスタートって大事やん。ここがいい加減やと一日もダラっと始まってしま

うし、先生たちもまず「なんで遅刻したんや。」という注意から始めんといかんくなる。注意するの

ってされる方もする方も気持ちよくないやん。先生たちもちゃんと時間までにきて「おはよう。」っ

て会話から始めたいねん。「今日はしっかりこれたな。」とか「クラブ頑張ってるらしいな。」って誉

めるところから入りたい。だから朝のスタートを大切にするという部分も、授業と同じようにしっ

かりやっていきたいと思っています。 

 

みんなも知っているとおり、遅刻や欠席する場合は必ず 8:30 までに保護者から連絡が必要です。

だから、今後その連絡がなくて遅刻とか欠席をした場合は先生たちから保護者に連絡をしようと思

っています。朝、8:30 までに学校に着くようにご家庭でのご協力も保護者の方にお願いして、み

んなの朝のスタートを大切にしていきたいと思っています。状況によっては別室に抜いて「チコ

ク・ダメ・ゼッタイ」という反省の冊子を書いてもらって保護者にもコメントをいただくつもりで

す。以上、今日は「授業を大切にしよう」「朝のスタートを大切にしよう」って大きく２つ話をさせ

てもらいました。 

 

どちらにも共通する話だけど、結局は「自分を大切にしよう、仲間を大切にしよう」ってことや

と思うねん。授業がしっかりと受けられへんかったら、自分が来年苦しい思いをするやんか。それ

によって授業が進まんかったら仲間に迷惑をかけるやんか。朝のスタートの話もそう。チコクから

1 日がスタートしたら、どうしてもその後もダラっとなりがちだし、注意されてイヤな気持ちにな

るし、教室の雰囲気も決して気持ちのいいものにはならないよね。遅れていこうとする仲間がいた

ら、その子のために「頑張って 8:30 までに行こう」っていえる人が本当の仲間だと思う。自分も

一緒になって遅れて行くのは、自分も大切にできてへんし、仲間も大切にできてへん。友だちが誰

かの悪口を言っていた場合も同じ。一緒になって悪口をいうのが本当の友だちではないと思う。気

持ちを理解してあげながらも正しい方向に導いていってあげるのが本当の友だちだと思います。 

自分を大切に、仲間を大切にして、授業と朝のスタート、しっかりやっていきましょう。 

 

先生からの話は以上です。」 
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